
情
報
の
ペ
ー
ジ

催
し 

＆ 

施
設
ガ
イ
ド

そ 

の 

他

保
健
と
健
康

播
磨
町
の
教
育

情
報
の
ペ
ー
ジ

情
報
の
ペ
ー
ジ

催
し 

＆ 

施
設
ガ
イ
ド

そ 

の 

他

保
健
と
健
康

播
磨
町
の
教
育

情
報
の
ペ
ー
ジ

	

福  

祉

在
宅
重
度
障
害
者
医
療
器
材

購
入
助
成
事
業

　

在
宅
の
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

方
が
、褥
じ
ょ
く
そ
う瘡
（
床
ず
れ
）
の
治
療
・

予
防
の
た
め
に
必
要
な
医
療
器
材

を
購
入
さ
れ
る
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
購
入
後
の
助
成
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
購
入
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
要
介
護
４
・
５
の
認
定
を
受

け
た
方

・
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

所
得
税
が
非
課
税
の
方

・
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が

い
の
あ
る
方

・
知
覚
、
膀
胱
、
直
腸
障
が
い
、

そ
の
他
運
動
機
能
障
が
い
を
有
し
、

褥
瘡
（
床
ず
れ
）
の
治
療
ま
た
は

予
防
が
必
要
な
方

▼
医
療
器
材
の
品
目　

創
傷
被
服

材
、
保
湿
剤
、
湿
潤
の
た
め
に
必

要
な
紙
お
む
つ
、
パ
ッ
ド
、
お
む

つ
カ
バ
ー
、
そ
の
他
褥
瘡
（
床
ず

れ
）
の
治
療
ま
た
は
予
防
の
た
め

に
必
要
な
器
材

▼
助
成
額　

１
カ
月
あ
た
り
上
限

４
千
円

▼
申
請
窓
口
・
問
合
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

（
株
）linkw

orks

（
播
磨
町
健
康
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
）、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ア
エ
ソ
ン　
　
　

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

支
援
ミ
ー
テ
ィ
ン
グV

ol.4

▼
対
象　
保
育
、教
育
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
関
係
者
、
福
祉
・
保
育
の
従

事
を
目
指
す
学
生

▼
日
時　

11
月
23
日
㈷　

午
後
１

時
～
４
時
（
午
後
０
時
時
30
分
受

け
付
け
）

▼
場
所　

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ 

ー　
３
階
大
会
議
室

▼
演
題　

発
達
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
の
脳
と
感
覚
を
育
て
る
「
か

ん
た
ん
運
動
」 

▼
講
師　
森
嶋
勉（
株
式
会
社
チ
ッ

ト
チ
ャ
ッ
ト　
代
表
取
締
役
社
長
）

▼
費
用　

千
円
（
学
生
無
料　

要

学
生
証
）

※
駐
車
場
（
有
料
）
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

発
達
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
支
援
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
事
務
局
（
N
P
O
法
人　

ア

エ
ソ
ン
）

☎
０
７
９
（
４
３
７
）
０
０
３
７

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

者
募
集

▼
対
象　
身
体
等
障
害
者

▼
日
程　
12
月
11
日
㈰

▼
学
科　

ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
科
、
も
の
づ
く
り
科

▼
申
込
方
法　
学
院
ホ
ー
ム
ペ 

ー

ジ
か
福
祉
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
学
院
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す

▼
申
込
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
12

月
２
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
立

障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

☎
０
７
８
（
９
２
７
）
３
２
３
０

０
７
８
（
９
２
８
）
５
５
１
２

平成28年犯罪累計　237件

加古川市
稲美町
播磨町

件 数 傷 者 死者

1,010
152
118

（－92）

（＋11）

（－5）

平成28年８月末現在
昨年比

1,205
186
153

（－97）

（＋21）

（＋18）

1
1
1

（－2）

（－3）

（±0）

９月の町内犯罪発生件数　32件
（前月比 －２件）

交通事故の状況

犯罪発生の状況

オートバイ盗 1

自転車盗 12

車上ねらいなど 4

器物損壊 6

その他 9

種　別

Weekly東はりま 放送時間
月曜日  6：00～、9：00～、18：00～
火曜日13：00～、21：00～
水曜日  6：00～、9：00～、18：00～
木曜日13：00～、21：00～
金曜日  6：00～、9：00～、18：00～
土曜日13：00～、18：30～
日曜日  6：00～、9：00～、18：00～
※C018チャンネルでも毎日放送します
　10：00～、21：00～、4：00～

・11月４日～17日　
「入江家」紹介（高砂市）

　・11月18日～12月１日
　人権について考えてみませ
　んか（播磨町）

BAN-BANネットワークス111チャンネル
地域のイベントや話題、住んでいる
町の行政情報など、まるごと１週間
の地域の動きが分かる『地域情報番
組』です。

11 月 の 内 容

おくやみ　【９・10月届出分】
氏　名（敬称略）	 町　名	 年齢

池本 仗嗣	 （上野添）	 75
大西 千鶴子	 （本　荘）	 91
三宅 民代	 （古　田）	 85
平郡 修治	 （本　荘）	 87

	

表  

彰

兵
庫
県
献
血
推
進
協
議
会
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

９
月
16
日
に
行
わ
れ
た
「
平
成

28
年
度
兵
庫
県
献
血
功
労
感
謝
の

つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
献
血
事
業

へ
の
支
援
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、「
兵
庫
県
献
血
推
進
協
議

会
長
感
謝
状
」
が
播
磨
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

冬
場
は
様
々
な
要
因
で
献
血
者

数
が
減
少
し
ま
す
が
、
長
年
に
わ

た
る
各
企
業
へ
の
献
血
協
力
を
は

じ
め
、
協
賛
を
継
続
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
そ
の
減
少
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
、
そ
の
功
績

に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

	

保  

険

12
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

が
、
12
月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保

険
者
証
（
一
般
：
空
色
、退
職
者
：

銀
鼠
色
）
に
な
り
、
現
在
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
は
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

11
月
中
旬
に
加
入
世
帯
に
郵
送
し

ま
す
。
通
知
書
が
届
い
た
方
に
つ

い
て
は
、更
新
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　

古
い
被
保
険
者
証
は
、
悪
用
防

止
の
た
め
、
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

の
窓
口
か
コ
ミ
セ
ン
ま
で
返
還
し

て
い
た
だ
く
か
、
細
か
く
裁
断
す

る
な
ど
し
て
、
各
自
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱

退
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健

康
保
険
加
入
者
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
、在
留
期
間
が
３
カ

月
以
下
の
外
国
人
を
除
き
、
す
べ

て
の
人
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
入
の
手
続
き
に
は
、

職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証

明
書
・
認
印
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
方
が
、
職
場
の
健
康
保

険
に
入
る
な
ど
し
た
時
に
は
、
加

入
先
の
被
保
険
者
証
と
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
・
認
印
を
持
参

の
う
え
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
の

脱
退
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、

加
入
の
届
け
出
を
し
た
日
で
は
な

く
、
加
入
要
件
を
満
た
し
た
日
に

な
る
た
め
、
そ
の
日
付
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
民
健
康
保
険
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続

き
が
遅
れ
る
と
、
社
会
保
険
の
保

険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
を
重
複

し
て
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も

早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１

	

暮
ら
し

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う　
　

水
切
り
で
生
ご
み
減
量
を
！

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
え
る
ご

み
の
20
～
30
％
は
生
ご
み
で
、
多

く
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
腐
敗
や
悪
臭
の
主
な

原
因
は
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分

で
す
。
水
分
を
減
ら
す
こ
と
で
ご

み
の
減
量
は
も
ち
ろ
ん
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
や
臭
気
防
止
に
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
34
年
度
よ
り
加
古

川
市
・
高
砂
市
・
稲
美
町
・
播
磨

町
の
燃
え
る
ご
み
は
高
砂
市
に
建

設
予
定
の
広
域
ご
み
処
理
施
設
で

処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

環
境
へ
の
負
担
軽
減
や
効
率
的
な

ご
み
処
理
の
た
め
、
各
市
町
は
ご

み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
余
分
な
食
材
は
買

わ
な
い
、
必
要
な
分
だ
け
調
理
す

る
、
捨
て
る
前
に
生
ご
み
の
水
気

を
切
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
燃
え
る
ご
み
の
減
量
が
可
能

で
す
。

●
水
切
り
器
を
無
償
配
布
し
ま
す

　

生
ご
み
の
水
切
り
で
燃
え
る
ご

み
の
減
量
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
家
庭
で
、
簡
単
に
生
ご
み
の

水
切
り
が
で
き
る
器
具
を
配
布
し

ま
す
。（
限
定
２
千
個
）

▼
配
布
日　
11
月
１
日
か
ら

▼
配
布
場
所　

・
す
こ
や
か
環
境
グ
ル
ー
プ

・
各
コ
ミ
セ
ン

▼
問
合
せ　

す
こ
や
か
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

大中遺跡まつりで小型家電を回収します
　家庭用ゲーム機やデジタルカメラなどの小型
家電には、鉄・アルミ・金・銀・銅といった有
用な金属が含まれています。播磨町では粗大・
不燃ごみの中からこれらの小型家電を分別し、
再資源化に取り組んでいます。また、役場に小
型家電の回収ボックスを設置しています。
　この度、小型家電リサイクルの取り組みにつ
いて住民の皆さんに知っていただくため、11
月５日に開催する大中遺跡まつりの会場に小型
家電の回収ボックスを設置します。不要な小型
家電がありましたらお持ちください。粗品を進
呈します。（数に限りがあります）
▶日時　11月5日（土）10：00 ～ 17：00
▶場所　リサイクルプラザブース
▶回収品目　家庭用ゲーム機、携帯電話、電卓、
電子辞書、デジタルカメラ、デジタルビデオカ
メラ（20㎝×35㎝以下のもの）
※個人情報は自己責任において必ず削除してく
ださい。
▶問合せ　すこやか環境グループ
☎０７９（４３５）２７２１

個人事業税の納税
　個人事業税は、所得税、住民税とは別に個人で事業を行
う方にかかる税です。
　個人事業税の第２期分の納期限は、11月30日（水）で
すので、最寄りの銀行などの金融機関で納めてください。
　また、納税には便利な口座振替制度もぜひご利用くださ
い。お近くの県税事務所でお申込みいただけます。
▶問合せ　東播磨県民局　加古川県税事務所　課税第１課
☎０７９（４２１）９９０２

13
広報はりま 28.11

12
広報はりま 28.11



情
報
の
ペ
ー
ジ

催
し 

＆ 

施
設
ガ
イ
ド

そ 

の 

他

保
健
と
健
康

播
磨
町
の
教
育

情
報
の
ペ
ー
ジ

情
報
の
ペ
ー
ジ

催
し 

＆ 

施
設
ガ
イ
ド

そ 

の 

他

保
健
と
健
康

播
磨
町
の
教
育

情
報
の
ペ
ー
ジ

住
宅
相
談
会
の
案
内

　

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
に
つ
い

て
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
な
ど

住
ま
い
に
関
す
る
相
談
に
専
門
家

（
一
級
建
築
士
）
が
お
答
え
す
る

無
料
住
宅
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
26
日
㈯　

午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で
の
１
時
間
程
度

（
完
全
予
約
制
）

▼
場
所　

役
場
第
１
庁
舎
１
階
101

会
議
室

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

11
月
16
日

㈬
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
話
で
予
約
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
６

０
７
９
（
４
３
５
）
０
５
９
２

消
防
団
非
常
呼
集

　

播
磨
町
消
防
団
で
は
、
例
年
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中

に
、
消
防
団
員
の
訓
練
と
防
火
啓

発
の
た
め
、
非
常
呼
集
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
13
日
㈰　
午
前
中

▼
場
所　
蓮
池
（
蓮
池
小
学
校
西
）

※
当
日
の
午
前
中
、
防
災
行
政
無

線
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
消
防
団

員
が
参
集
し
、
放
水
を
行
い
ま
す
。

付
近
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
９
９
１

加
古
川
市
消
防
本
部　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す

　

加
古
川
市
消
防
本
部
で
は
、
施

設
を
訪
れ
る
人
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
、
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
し
、
重
大
な
消
防
法

令
違
反
が
あ
る
建
物
を
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
提
案
を
改
正
条
例
に
反
映
さ
せ

る
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

11
月
30
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
、
意
見
提
出
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い①
意
見
提
出
窓
口
（
加
古
川
市
東

消
防
署
播
磨
分
署
）
へ
持
参　

②
郵
送
（
〒675-8501　

消
防

本
部
予
防
課
）

③

０
７
９（
４
２
４
）
０
５
３
０

④
Ｅ
メ
ー
ル　

yo
b

o
u_sho

ub
o

u@
city.

kakogaw
a.lg.jp

※
概
要
と
意
見
提
出
用
紙
は
、
意

見
提
出
窓
口
と
加
古
川
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

加
古
川
市
消
防
本
部

予
防
課

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
６
５
３
３

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー　
　
　

普
通
救
命
講
習
会
・
応
急
手

当
W
E
B
講
習
会

　

普
通
救
命
講
習
会
は
、
A
E
D

な
ど
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
、
止

血
な
ど
応
急
手
当
の
講
習
会
で
す
。

　

応
急
手
当
W
E
B
講
習
会
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
に
学
習
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
普
通
救
命
講

習
の
講
習
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

▼
日
時　

11
月
25
日
㈮
、
27
日
㈰

①
普
通
救
命
講
習
会　

午
前
９
時

～
正
午
②
応
急
手
当
W
E
B
講
習

会　
午
前
９
時
～
11
時

▼
場
所　

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ 

ー

▼
対
象　

播
磨
町
、
稲
美
町
、
加

古
川
市
に
在
住
か
在
勤
の
人

▼
定
員　
先
着
各
30
人

▼
申
込
み　

11
月
5
日
㈯
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

※
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

応
急
手
当
W
E
B
講

習
会
に
つ
い
て
は
、
加
古
川
市
消

防
本
部
救
急
課

☎
０
７
９
（
４
２
４
）
０
１
１
９

 

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー　
　
　

普
通
救
命
講
習
会
（
Ⅲ
）

　

小
児
・
乳
児
・
新
生
児
を
対
象

と
し
た
救
命
講
習
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
で
す
。

　

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

▼
日
時　
11
月
19
日
㈯

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所　
加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

播
磨
町
、
稲
美
町
、
加

古
川
市
に
在
住
か
在
勤
の
人

▼
定
員　
先
着
30
人

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

11
月
５
日

㈯
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
受
け

付
け
ま
す

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

※
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

兵
庫
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
平
成
28
年

10
月
１
日
か
ら
時
間
額
819
円
（
改

正
前
は
794
円
）
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　

兵
庫
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室

☎
０
７
８
（
３
６
７
）
９
１
５
４

加
古
川
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
９
（
４
２
２
）
５
０
０
１

	

募  

集

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部　
　

自
衛
官
候
補
生
・
学
生
募
集

▼
種
目　

①
陸
海
空
自
衛
官
候
補

生
②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
推
薦
）
③
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

▼
募
集
資
格　

①
採
用
予
定
月
の

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
日
本
国
籍
を
持
つ
男
子
②
③
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以
上

17
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
持
つ
男

子

▼
受
付
期
間　

①
年
間
を
通
じ
受

付
②
11
月
１
日
㈫
～
12
月
２
日
㈮

③
11
月
１
日
㈫
～
平
成
29
年
１
月

６
日
㈮

▼
一
次
試
験
日　

①
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
②
平
成
29
年
１
月
７

日
㈯
～
９
日
㈪
の
い
ず
れ
か
③
平

成
29
年
１
月
21
日
㈯

▼
申
込
み
・
問
合
せ

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

☎
０
７
９
（
４
２
６
）
３
２
９
０

兵
庫
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
道
路
施
設
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
中
！

　

兵
庫
県
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

契
約
を
締
結
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
県
管
理
の
道
路
施
設
に

企
業
名
や
商
品
名
な
ど
を
表
示
し
、

地
域
の
住
民
や
利
用
者
に
企
業
活

動
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
は
、
安

全
で
安
心
な
道
路
環
境
づ
く
り
へ

の
支
援
と
な
り
ま
す
の
で
、
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
ぜ
ひ
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
施
設
（
施
設
名
称
・
路
線

名
・
所
在
地
）　

古
田
歩
道
橋
・

国
道
250
号
・
播
磨
町
古
田

鐘
鋳
場
歩
道
橋
・
別
府
平
岡
線
・

播
磨
町
野
添
鐘
鋳
場

▼
名
称　

道
路
施
設
の
名
称
に
、

企
業
名
、
店
舗
・
事
務
所
名
、
商

品
名
（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
含
む
）
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
名
称
に
は
現
在
の
名
称
（「
△

△
町
歩
道
橋
」
な
ど
）
を
含
む
も

の
と
し
ま
す

▼
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料　

１
施

設
当
た
り
年
額
15
万
円
以
上
（
１

万
円
単
位
・
税
別
）

※
複
数
の
施
設
へ
の
応
募
が
可
能

で
す
。
別
途
、
名
称
の
表
示
及
び

抹
消
・
撤
去
に
要
す
る
経
費
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
契
約
期
間　

３
、
４
ま
た
は
５

年
間
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す

▼
募
集
期
間　

９
月
１
日
～
12
月

26
日
㈪

▼
選
定
方
法　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
料
の
提
示
額
な
ど
に
よ
り
選
定

し
ま
す

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

〒650

‐

8567

（
住
所
記
載
不
要
）

兵
庫
県 

県
土
整
備
部 

土
木
局 

道

路
保
全
課 

管
理
班
（
小
林
、近
藤
）

☎
０
７
８
（
３
６
２
）
３
５
２
２

０
７
８
（
３
６
２
）
４
２
７
８

Ｅ
メ
ー
ル　

dourohozenka@
pref.hyogo.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
eb.

p
ref.hyo

go
.lg.jp

/ks11/
hodoukyou.htm

l

住宅用太陽光発電システム設置費
補助金交付制度

　地球温暖化防止対策の一環として、クリーン
エネルギーの利用を支援するために、住宅用太
陽光発電システム設置にかかる費用の一部を助
成します。
▶補助対象システム　次の要件を満たすもの
①住宅の屋根などへの設置に適したもの②低圧
配電線と逆潮流有りで連系したもの③設置前に
おいて未使用のもの④太陽電池モジュールの最
大出力が10kw未満のもの
▶補助対象者　次の要件を満たす方
①自ら居住する町内の住宅にシステムを設置し
た方、またはシステム付の住宅を新築、購入し
た方②町税を滞納していない方③電力会社と電
力受給契約を締結している方④電力受給契約日
が平成22年４月１日以降であること⑤同一の
住宅において、過去に本補助金を受けていない
こと⑥播磨町における暴力団の排除の推進に関
する（平成24年条例第16号）第２条第２号に
規定する暴力団員でないこと
▶補助内容　太陽電池出力１kw当たり２万円

（上限８万円）ただし、算出額に千円未満の端
数がある時は、その端数は切り捨てるものとし
ます
▶申請手続　システム設置完了後、「播磨町住
宅用太陽光発電システム設置費補助金交付申請
書」に次の書類等を添付し申請してください
①システムの購入及び設置に要した費用の領収
書及びその明細書の写し②システムの形式や出
力のわかる書類③システムの設置状態を示す写
真④電力会社との電力受給契約書（電力受給契
約の案内）の写し⑤町税完納証明書か非課税証
明書（播磨町で課税されていない方）⑥住宅の
所有者の承諾書（住宅が自己の所有に属さない
場合のみ）
※補助金の合計額が予算の範囲を超えたときは
受け付けを停止することがあります。
▶問合せ　すこやか環境グループ
☎０７９（４３５）２７２１

シルバー人材センター会員の募集　シルバー人材センターは、播磨町に住む60歳以上の健康で働く意
欲のある方の入会をお待ちしています。　●入会説明会　毎月第４水曜日　10：00　
▶問合せ　シルバー人材センター　☎０７９（４３７）７３８６

同窓会開催案内を
町のホームページなどに掲載しませんか

「はりま ｄｅ 同窓会応援」プロジェクト
はじまる！

▶目的　同窓会を応援することにより、同窓会を通
じてネットワークの再構築などを促進するととも
に、ふるさと愛の醸成とＵターンのきっかけづくり
を目指します
▶事業内容　町は同窓会の開催を次の方法で広報
し、開催を応援します

（１）播磨町公式ホームページへの掲載
（２）播磨町公式フェイスブックへの掲載
（いずれも写真・パンフレット添付可能です）
※ただし、できる限り町内で開催されるものとし、
同窓会の出席者に対し、町が提供するパンフレット
などを配布し、町施策の周知に協力していただくこ
とを条件とします。
▶対象　下記の全ての要件を満たすもの
・ 町内の小学校、中学校及び高校の卒業生で、学級
以上の単位で開催される同窓会
・出席者全員が、満20歳以上
▶申請方法　Eメール、郵送などにより、申請書を
同窓会開催日の30日前までに提出
▶申請・問合せ　企画グループ
☎０７９（４３５）０３５６
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